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『入金自線、⑩~!IJ菌、
織れあさimち⑨きるさ＠可

の実現に向け

平成18年度予算

'Jl 
国図
園田悶臼

朝
日
町
の
平
成
同
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
は
「
人
と
自
然
、
。
と
O
、
ふ
れ
あ
う
ま

ち
H

あ
さ
ひ
ム

の
実
現
を
目
指
す
町
の
、
向
こ
う

1
年
間
の
お
金
の
使
い
道
を
表
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
あ
る
親
予
の
会
話
か
ら
平
成
問
年
度

の
朝
日
町
の
動
き
を
展
望
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

計
画
と
方
針
を

決
め
て
使
う
予
算

が a・・h蹴 ι、．
つ＜.＼＇＂L・2
て ＼ごノg

る予に
わ算朝あ
よカ1日な
。決町た
定の
さ ~1i 今
れ Jj)(;月
た 18の
記年広
事度報

h
黒
Y

そ
う
か
。
町
の
予
算
は
、

問
一昭
～
）
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備

a
，q
な
ど
み
ん
な
の
生
活
に
直

接
関
係
が
あ
る
も
の
ば
か
り
だ
。
こ

れ
ら
の
費
用
は
、
元
を
た
だ
せ
ば
僕

ら
の
税
金
な
ん
だ
か
ら
、
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
有
効
に
使
わ
れ
て
い

る
か
、
中
身
を

一
緒
に
確
認
し
よ
う
。

h
司
P

と
こ
ろ
で
、
町
の
予

（

γ算
っ
て
一
体

2
5

4
4、
な
ん
だ
か
む
ず
か
し
そ
う

。、
－「品
。

ふ
J
A
4h
h
p

予
算
っ
て
い
う
の
は
、

内

之

町

の
家
計
の
や
り
く
り
の

d

’uI
こ
と
よ
。
歳
入
は
年
間
の

町税
14億8.247万円
(23.3%) 

土木資

21意8.640万円（4.5%)

消防白
2億3.091万円（3.6%)

収
入
、
歳
出
は
支
出
の
こ
と
で
、
基

本
的
に
家
の
家
計
簿
と
同
じ
な
の
。

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
使
い
た

く
て
も
予
算
に
は
限
度
が
あ
る
し
、

何
よ
り
も
み
ん
な
で
払
っ
た
税
金
な

ん
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
し
た
計
画
や

方
針
に
基
づ
い
て
、

大
切
に
そ
し
て

有
効
に
使
わ
れ
な
い
と
い
け
な
い
の

ト品
。

・調E

h
5
F

町
の
家
計
簿
は
左
の
表

向
一ぎ
の
よ
う
に
大
き
く
3
つ
に

4
A可
分
類
さ
れ
る
ん
だ
。
町
の

基
本
的
な
行
政
運
常
に
使
わ
れ
る

こ

般
会
計
」
、
国
民
健
康
保
険
や
下

水
道
事
柴
な
ど
特
定
の
目
的
に
使
わ

れ
る

｛特
別
会
計
」
、
あ
さ
ひ
総
合

病
院
の
運
営
に
使
わ
れ
る

「企
業
会

計
」
の
3
つ
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る

と
、
町
が
平
成
同
年
度
に
使
う
お
金

〈各会計の予算額〉

63億6,813万円（11.3%) 

501意 290万円｛ム 1.0%)

6.6%) 

0.2%) 

3,576万円（619.0%)

14億9,459万円（

23億2,915万円（－老人保健医療事業

安一般会計総額

女特別会計総額

－国民健康保険

－簡易水道

11億3,789万円（ム11.0%)

0.0%) 

0.0%) 

33｛：窓9,245方円（654.1%)

147億札制万円仏 18.制 i
）曾きは前年度対比※｛ 

438万円｛

113万円（

i総合計
分担金 負担金 1億0,789万円（1.7%)

使用料ー手数料 1鰐！2.879万円（2.0%)

議収入 2億3.667万円（3.7%)

－下水道

・南保外二地区用水

・奨学資金

実病院事業会計

（企業会計）

総務費
151：怠9.063万円
(25.0%) 

農林水産業員

4V意1.480方向
(6.5%) 

tc方自費与税2億0.600万円（32%)

利害患l交何金ほか2億3.900万円（38%)

繰越金ほか 11怠3.335万円（2.1%)

民笠箆
11億5,091万円
(18.1%) 

は、

1
4
7億
6
，3
4
8万
円
だ
。

そ
れ
じ
ゃ
、
ま
ず

一
般
会
計
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
こ
う
か
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は

例
年
の
水
準
に

h
h
p

ま
ず
、
今
年
度
の
一

般

・
1
〆。一
会
計
の
予
算
総
額
は
、
出

601
億

6
，8
1
3
万
円
ね
。

一般会計の縫移
（当初予算ベース｝

※｛ ｝・きl<l虻軍湿潤比

H18 
(11.3%) 

H16 H17 
(0.3%) (614.6＇弘｝

H15 
<0.8%) 

H14 
(63.4%) 

世
間
億

2
，6
8
1万
円

盟
理
岨
曙
悔
嶋
崎
明

崎明

制

嶋

崎
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省
の
棒
グ
ラ
フ
で
は
、
昨
年
度
に
比

べ
て
け

・
3
%
の
増
額
に
な
っ
て
い

る
わ
ね
。、A／げ
年

度

は

ご
二
位

一
体

同
一
時
々
）

の
改
革
」
で
国
や
県
か
ら

l
d

の
補
助
金
の
先
行
き
が
不

透
明
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
緊
縮

型
一の
予
算
だ
っ
た
け
ど
、
今
年
は
例

年
の
水
準
に
戻
っ
た
ん
だ
ね
。
で
は
、

歳
入
か
ら
見
て
い
こ
う
か
。

（
上
記
円
グ
ラ
フ
参
附
…）

h

’hy
川
に
入
っ
て
く
る
お
金

（
V
）
は
税
金
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

d

’qh
だ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

グ
ラ
フ
に
あ
る

『
七へ

－れ
’
Jq
川れ

－

”f
制

υ
，4E
H
M

品
品
」

のつ

は
ど「
う 1-1
L、F
う lは
怠 百五i
l床 」

な や

h
S
F

「
臼
下
財
制
」

一

ど
う
の
は
、
川
枕
の
よ
う
に

』
1
U1
独
’け
に
調
達
で
き
る
お
金

な
ん
だ
。
歳
入
の
り

・
6
%を
山
め

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
こ
の
山
下
財
搬

の
中
で
最
も
大
き
い
の
は
川
税
で、

全
体
の
お
・

3
%
を
占
め
て
い
る

ね
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
保
育
料
な
ど

の
分
担
金

・
負
担
金
や
町
営
住
宅
の

家
賃
な
ど
の
使
用
料

・
手
数
料
が
あ

る
ん
だ
よ
。

っ
て
い

お a・・h金 ι、．
の＜.＼.. l・2
とを 主
だ、財 「

Z思空2
わ県」財
ねが折源
。安‘支店三 』－

f寸すは
ずる
る分 自

圃阻・
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そ
う
。
そ
の
依
仔
財
側

四
一ヤ
②
の
巾
で

一
孫
大
き
い
の
が

t
d、
地
方
交
付
税
だ
。
こ
れ
は

本
来
、
地
万
が
集
め
る
べ
き
税
金
の

一
部
を
国
が
代
わ
り
に
国
税
と
し
て

集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
財
政

状
況
に
泌
じ
て
配
分
を
決
定
し
て
交

付
す
る
も
の
な
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
、

国

・
県
支
出
金
は
事
業
に
対
す
る
補

助
令
の
こ
と
で
、
町
偵
と
は
、
町
が

大
き
な
耶
業
を
す
る
と
き
に
、
内
山
什

に
泌
じ
て
川
な
ど
か
ら
的
り
る
お
令

の
こ
と
。
家
抵
で
バ
え
ば
・
：
、
そ
う

だ
な
、
山
中
や
家
の
ロ

l
ン
の
よ
う
な

も
の
な
ん
だ
。

盟 ....－..

ま ιヲ・し（＼ >"< LベB
の源は
よの依家
。比存庭
率財と
が源問
高よじ
いりで
ほ臼
う 主 J左足
が財入

生
活
や
社
会
情
勢
に

対
応
し
た
予
算

4合ι"i>"fi
¥. 0 / 

ん次
なにそ
こ歳う
と II＇，な
ににん
おつだ
金 い 。
がてじ
使、や

わどあ

れ
て
い
る
の
つ

h
z
r

蔵
山
の
中
で
大
き
な
剖

一

一
十
②
合
を
内
め
て
い
る
主
な
賀

t司
口
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
、
ま
ず
、
総
務
質
は
、
行
政
巡
れ

の
純
白
の
ほ
か
に
、
今
年
肢
は
、
ヒ

ス
イ
制
作
刷
辺
に
山
林
水
路
物
の
出

U
M
所
や
休
州
出
所
な
ど
を
備
え
た
交
流

施
設
の
幣
怖
が
あ
る
ん
だ
。

入

q
y
総
務
世
に
「
小
久
A
K
－以
心

＼ペ
ヤ
↓
な
ま
ち
づ
く
り
ま
と
っ

4
4

で
あ
る
け
ど
、

一
一
体
ど
う

い
う
事
業
な
の
つ
・

i
p
こ
れ
は
、
町
民
が
安
全
一

団
ζ
で
安
心
な
き
し
を
す
る

d
F
u
h
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の

組
織
化
・

向
成
、
食
料
や
資
機
材
の

備
折
、
山
K
A
K
な
ま
ち
づ
く
り
批
准
セ

ン
タ
ー
の
ぷ
均
等
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
災

・
防
犯
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
む
の
よ
。

h
系
f

民
生
貨
は
、
福
祉
関
係

問
一ぎ
に
使
わ
れ
る
お
金
の
こ

』

1
q

と
。
高
齢
者
福
祉
を
推
進

す
る
た
め
、
介
護
予
防
に
閲
す
る
総

合
的
な
支
援
施
設
「
地
域
包
抗
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
辺
白
白
が
あ
る
ん
だ
。

ま
た
、
少
f
化
対
策
、
，
f
打
て
支
援

の
新
た
な
施
策
と
し
て

「子
商
て
応

援
券
給
付
申
業
」
や

「
す
こ
や
か
誕

生
券
事
業
」
な
ど
が
あ
る
ん
だ
。

h
h
p

公
債
貨
は
、
私
た
ち
の

・

1
C）
暮
ら
し
に
密
泊
し
た
施
設

圃

F

－・
＼

4
3、
や
迫
路
な
ど
を
整
備
す
る

と
き
に
、
函
や
銀
行
か
ら
借
り
た
お

金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の
経
世
の

こ
と
な
の
。
こ
れ
か
ら
も
将
来
の
財

政
負
担
の
杉
山
狩
を
考
え
て
、
適
正
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
ね
。

281,925千円
85,265千l'J
J6,640千円
17 4,229千円
48,790千円

安全企安心 ～み協喫も～

安全安心な暮らし

O防災 14β13下1·~ 
(I’i t防災組織資機材熊備引菜、防
災備蓄用資機材整備）

0消防 226,419千円
（小明動力ポンプ付税根市等）

01坊犯 ・交通安全 14,341千円
（安全なまちづくり推進センタ一等）
住民自治と自治体経営

0作民臼治 216,778千円
(I二l治振興会運営、事務}l;jI没凶補助、

rH保地駅多目的施設建設_c•t;:)
0行財政運常 660,873千円

（＝折総合計両基本計i~fif1f 等）

産業の振興

O民業
O林業
0水産業
O商工業
O観光

0スポーツ 68,205千円
。文化 119,J 71千円
（埋蔵文化財等lit示収蔵施設整倣等）

～人にやさしい l 
町づくり～｜（自然と環境

快適な環境

0迫路 91, 796千円
。市街地 ・H：宅 1.7,375千l'l
O公園 ・緑地 36,720千円
。水道 ・｜ζ水迫 179,699千円
（簡易水迫事業・下水道学業緑山金）

O環境衛生 l J 0,74 l千円
（ごみ減itl:.資制化推進事業等）
0有手？烏獄 2,744千円
情報と交流

0公共交通網 6, 176下Pl
（公共パスjfil行事業等）

0情報化 74,632千円
(CATV信組制作等）

0受流 446,495千円
（あさひヒスイ海岸周辺整備事業等）

～il）豊かな l 
人づくり～｜（健康と文化

健康福祉

0医療 268,699下円
(PETセンター整備株式会社出資金、
悩｜民事業繰出金）

0総出金
｜玉｜民健康保険 78,000千円
名人保健 182,796千円
。保健総1'1". 125,561千円
（不妊治療費助成、健康増進対策）

O抑制： 976,824千｜斗
（隙；1；者悩祉、地域包括支緩センター運常t1t等）
0・（白て支緩 555,886千川
（すこやか誕生券事業、子育て応援券

給付事業、ファミリーサポートセン

ター運営事業、乳幼児等l自療費助成｝
教育と文化

0教育
（学力向上支援事業、

制ll!ll/J器導入事業等）
0生首f.i学習 89,689千円
（移動阿古館の試行等）

280,440千円
向動｛本外ェに｜徐

h
5
f

衛
生
一政
に
は
、
ご
み
、

一

γゲ）
し
以
の
処
叫
や
長
白
の

』
』
U
1

助
成
な
ど
に
か
か
る
純
白

が
あ
る
ん
だ
。
A
f
作
・
反
か
ら
小
川
子
生

が
入
院
や
通
院
に
か
か
っ
た
医
療
技

の
う
ち
、

1
ヵ
月
当
た
り
l
，
o
o

O
円
を
超
え
る
分
が
助
成
さ
れ
る
ん

だ
。h
K
H

こ
の
子
も
何
か
と
お
阪

・
1
い
）
玄
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が

圃
F
宍

＼

a

，q、
多
い
か
ら
助
か
る
わ
。

h
b

教
門
吹
は
、
教
行
や
ス

町
一四
台

ポ
l
ツ

文
化
の
振
興
な

，zw＼
ど
に
使
わ
れ
る
お
ふ
恨
の
こ

と
。
今
年
度
は
、
町
内
の
全
小
中
川
ア

校
に
自
動
体
外
式
除
制
動
器
（
A
E

D
）
が
導
入
さ
れ
る
し
、
民
具
や
即
一

般
文
化
財
の
展
ポ
収
雌
施
設
整
備
が

行
わ
れ
る
ん
だ
。

i
h
p

予
算
っ
て

い
う
の
は
、

・
ヨ
げ
乙

い
ろ
い
ろ
な
引
業
で
さ
ま

－F

－・
＼

4
dl
ざ
ま
な
使
い
万
が
さ
れ
て

い
る
の
が
わ
か

っ
た
つ
全
般
的
に

見
る
と
、
今
年
度
の
予
算
は
、
川
民

の
生
活
や
世
の
中
の
情
勢
に
よ
り
対

応
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
わ
ね
。

使
う
性
質
に
分
け
れ
ば

財
政
状
況
が
わ
か
る

q⑨ι⑨ E 
、、、J ノ

を ｝二
附 lはと
し、世！；！こ
たとろ
け ft~ で
ど作
、 H;f さ
町訪日つ
ののき
｝！オ品 !'I

政
述
営
は
健
全
な
の
つ

h
h
a
F
そ
う
ね
。
家
庭
だ
っ
て

・
ヲ
バ
L
良
W
H
や
的
合
の
い必
消
が
午

圃，【
温守
、

ap「
前
伐
の
大
半
を
い
内
め
て
い

る
と
健
全
な
家
計
と
は
汁
え
な
い
も

ん
ね
。
じ
ゃ
あ
次
に
町
の
財
政
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

成
出
（
性
質
別
）
グ
ラ
フ
を
見
て
。

こ
れ
は
、
歳
出
を
性
質
ご
と
に
分
類

し
た
「
性
質
川
成
出
八
川
知
」
と
い
う

も
の
。
義
務
的
経
世
や
投
資
的
経
世

な
ど
大
き
く
3
つ
に
分
類
す
る
こ
と

で
、
財
政
運
営
の
状
況
や
経
済
的
機

能
が
わ
か
る
の
よ
。

h
b

義
務
的
経
費
に
は
、
人

画
一胆
む
件
伎
の
ほ
か
、
阪
旅
費
助

，zw＼成
な
ど
の
扶
助
白
、
例
入

金
返
済
の
た
め
の
公
山
出
資
が
あ
る
け

ど
、
こ
れ
は
、
町
の
迎
営
の
た
め
に
は

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費

用
だ
か
ら
義
務
的
経
費
と
言
う
ん
だ
。

為

戸

じ

ゃ

あ

、

こ
の
割
合
が
大

人
γき
い
と
白
巾
に
使
え
る
お

d
骨
、
金
が
少
な
く
な
る
ん
だ
ね
。

h
－y

そ
う
。
も
う
ひ
と
つ
の

四
一
叩
一
）
投
資
的
経
費
は
、
ま
ち
づ

az可
く
り
の
充
実
に
使
わ
れ
る

お
金
の
こ
と
。
臣
接
、
私
た
ち
の
生

活
に
影
山
神
を
与
え
る
も
の
で
、
こ
れ

は
、
多
い
ほ
ど
良
い
と
式
わ
れ
て
い

る
け
ど
、
そ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の

町
的
を
的
り
入
れ
る
と
、
将
米
約
金

.. ・

一人と自然、1C1とIC¥、ふれあう ；助成を、現行の未就学児全移！助成に1111え、 ：1-:＂£（心なまちづくり J :J~楽にもも’i似的に収

まち’あさひ”一 jそのU)J州象を小学校6年生まで拡大する：り車llむことにしております。
-'71r1立は、 f第4次朝日町総合計~lliJ の；とともに、 I子育て応援券給付事業J や Iす： 各械事業に全力で取り組み、 ［人と｜’1然、
スタートの年であり、予算編成にあたりま ！こやか誕生券事業Jなど、新たなf行て支（心と心、ふれあうまち “あさひ1の実現
しては、厳しい財政環境のrtI、町政の課題 ；扱・J~業に取り組むことにしております。 lに（l1jけ、誠心誠意全カを尽くしてlllf政に取
に対しては、重点的に慨を配分するなど、 （ また、当町には多くの遺跡が存イルてお！り組んでまいる所存であります。

Xm!f ・行事業にメリハリをつけた予算に：り、 j位ムーに売術調査で出上した訂正Frな開放： 一町民総参加のまちづくり一

なるよう勿めたところであります。 l文化財・や、保管している民具を展示するた l これからの新たな時代には、住民の符さ
ifu.'.(/il!i慌については、地域資源をr;r；かし；めの f耳llli：英文化財等展示収絞施設jの幣備；んがl'..Jら自分たちの地域を考え、守り、そ
たifi)Jと魅力のある地域社会を担う交流胞： 'I｛業や、市i採地区の歴史、文化、郷土ぷ能（して梨いていくことが（11Jよりはめられて
ぷの幣舗を進めるため、 fあさひヒスイ rf1J ； の伝;ij'.~~；、地域情動の拠点／ilJi設整備のため、 ； おり、 佳J:I'.. と行政がお互いの役；1flj と点任を

j'ilf，~lill終備事業J に泊手するとともに、 lllf : 1.JFれiネ小予校跡地に多制的hfu設の正i：，没を｛i ：必j識し、述桝 ・協力を｜到｜りながら一体とな
民の也市のJ.~館施設である下水道事業に；うことにしております。 ： って地域づくりを推進していくことが必~
つきましでも、終末処迎場 「朝円浄化セン； さらに、自主防災組織による資機材の摂 lであります。昨年、町内10地｜ズ全てにお
ターJの汚水処理！施設j開設i；司王を完成さ：WIに対する新たな補助事業や被災11-.'fにおけ ；きまして f（’｜治振興会jが設立されたとこ
せるとともに、用途区域全域とその！.＇~辺ま l る食伍iや毛布などを備苗することとし、ま：ろでありますが、それぞれの地械が持つ潜
での官製工事を進めるなど、引きあlき快適 ：t.ニ、地Mぐるみのl防犯対策として、！こliflf，反 lイl：的なカを今後のまちづくりに大いに発揮
な），1HJ：照焼整備に向けて取り組んでまいり l興会や防犯関係団体、学校安全パトローJレ；していただくことができるよう、そのi市!li)J
ます。 ；隊などと辿般を図りながら f安全なまちづ；支媛につきましては万全をWIしてまいりた
少 F化対策としましては、児常のl均京t~ ：くり術進センターjを設立するなど、「’ム：： し、と考えております。

町長の施政方針概要返
済
の
た
め
の
必
務
的
経
費
が
大
き

く
な
る
ん
だ
。

一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
が
大
切

、
対
h
f

．
長
期
に
わ
た
る
財
政
外
川

に
よ
い
）
）

一州
は
と
て
も
置
必
な
ん
だ

4
q
ね
。
じ
ゃ
あ
町
の
財
政
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
つ

i
、，

平
成
悶
年
度
の
義
務
的

．司J
．，【
．
、

a
F
U＼
て

2
・
8
%
の
減
ね
。
町

民
の
拠
出
と
生
活
以
慌
の
恨
幹
と
な

る
よ
う
な
前
一点
官
業
を
批
准
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、

人
件

費
の
抑
制
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
の
行
政
改
市
を
行
い
、
財
源
の
効

本
的
配
分
に
努
め
た
結
川市と
一よいえ
る

の
。
こ
れ
か
ら
も
財
政
迎
引
に
創
立

と
仁
夫
が
必
裂
ね
。

、
守
h
f

川
の
行
政
迎
慌
に
は
、

（一
一J
V
S
い
ろ
ん
な
こ
と
で
多
く
の

点
守
h

お
金
が
必
要
な
ん
だ
ね
。

ぼ
く
た
ち
の
生
活
に
低
接
関
わ
る
こ

と
だ
か
ら
、
今
後
は
も
っ
と
阿
の
予

算
に
関
心
を
刊
た
な
い
と
い
け
な
い

ん
だ
ね
。

h
zr

そ
う
だ
ね
。
で
も
、
住

－一
一き
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
宵

t
J
1

え
る
町
に
す
る
に
は
、
お

金
も
必
必
だ
け
ど
、
結
局
、

一
人
ひ

と
り
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
が
大

き
な
力
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

臨調’



しいミ予言こ支援策

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
進
展
す
る
少
子
化
社
会
。
子
育
て
環
境

の
向
上
を
目
指
し
、
町
で
は
ひ
ま
わ
り
幼
児
闘
、
児
童
館
の
建
設
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
、
新
し
い
子
育
て
支
援
策
に
よ
り
、

次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

小
学
6
年
ま
で

医
療
貨
が
助
成
さ
れ
ま
す

助
成
制
度
の
概
要

川
で
は
、
こ
れ
ま
で
乳
幼
児
院
部

白
助
成
制
肢
に
よ
り
本
就
学
児
（
小

学
校
人
午
前
ま
で
の
子
ど
も
）
を
対

象
に
、
似
械
設
の
AK
剣
山
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら

f
討
て
ト
メ
股
策
の

一

環
と
し
て
、

「川
ん
単
医
療
班
助
成
制
…出」

を
新
設
し
、
小
学
生
の
医
療
費
の

一

部
を
助
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
県
内
で
は
初
め
て
、

医
療
費
の
助
成
が
小
学
6
年
主
ま
で

拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

4
月
診
療
分
か
ら

が
対
象
で
、
児
掌
I
人
1
ヵ
月
の
医

療
費
の
合
計
が
l
，0
0
0円
を
超
え

た
分
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

ひ
と
月
に
l
，O
O
O円
が
本
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
仮
出
阿
波
は
、

以
際
保
険
適
川
の
阪
掠
に
似
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
例
え
ば
耐
の
焔
正
に
か
か

る
白
川
や
入
院
時
の
ポ
制
ベ
ッ
ド
代

な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
就
学
山
の
朕
州
政
は
、

今
ま
で
ど
お
り
ん
じ
剣
山
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

手
続
き
の
方
法

｛米
就
学
児｝

今
ま
で
ど
お
り
※

「福
祉
院
療
作
（

請
求
書」

（
ピ
ン
ク
色
）
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

｛小
学
生
｝

医
療
機
関
で
受
診
後
、
窓
口
で
い

っ
た
ん
医
療
費
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
医
節
費
領
収
得
は
1
ヵ
月

ご
と
に
ま
と
め
、
※
「児
童
医
蝶
費

助
成
申
諮
書
」
に
そ
の
領
収
出
を
添

年

三‘』E- -

問い合わせは

町民ふくし課
「児童医療質問成制度J...医憶保険係 ) 

｝まで
「すごやか誕生券Jr菩育て応据券J...地域福祉係 j

「
す
こ
や
か
誕
生
券
」
が

全
出
生
児
に
受
給
さ
れ
ま
す

次
代
を
旧
い
う
お
子
さ
ん
の
誕
立
を

祝
い
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
平
成
同
年
4
月
以
降
の
出
生
児

令
民
を
対
象
に
、
山
方
門
相
当
の

「す
こ
や
か
誕
生
券
｝
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
こ
や
か
誕
生
券
は
、
間
生
川
の

提
山
時
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
受
給
さ
れ
な
い
親
に

「
吾
育
て
応
援
券
」
が
受
給
さ
れ
ま
す

町
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

を
願
い
、
す
べ
て
の
子
育
て
惜
し
代
を

支
援
す
る
た
め
、
児
鼓
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
父
母
に
対
し
て
、
月
瀬
5
，

O
O
O円
相
当
の
「
子
育
て
応
援
券
」

を支給します。

支給巾消の手続きゃえ給の附

期は、児誕宇中」に地下じます。詳

細は、6月号の広報あさひでお

知らせします。

1 窓
カ ロ い
月 で 麦つ 助 成
の 払た力、
支 無 料 いん力、
払 （全額助成） が窓つ

た い I必口
医 iま 要で 自己負担
積 不 の
費 要 (1,000円）

対 妊婦・乳幼児（0～6歳児） 児童（ア～12歳児）
象

‘ 
』1 ， 

‘’ 

・医療費助成制度の仕組み

え
て
、
役
場
町
民

ふ
く
し
ぶ
医
附
保

険
係
に
如
何
山
し
て

く
だ
さ
い
。
支
払

い
行
計
制
か
ら

l
，
0
0
0
川
を

だ
し
引
い
た
分
の

似
械
此
を
、
後
日

指
定
の

n凶
に
振
り
込
み
ま
す
。

た
だ
し
、
レ
シ
ー
ト
で
は
本
人
確

認
や
保
険
点
数
の
椛
認
が
で
き
な
い

た
め
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
※

「領
収
書」

を
医
僚

機
関
に
提
出
し
て
、
記
入
し
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
※
」
の
用
紙
は
役
場
担
当

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「児
童
医
療
費
助
成
申
詩
普
」
は
町

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
お
ペ
ー

ジ
参
照
）
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
般
助
を
受
け
た
い
人

（
利
用
会
員
）
と
、
子
禽
て
の
援
助
を

し
た
い
人
（
協
力
会
員
）
が
お
互
い
に

会
口
に
な
っ
て
助
け
什
い
、

ι
J
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
行
ち
を
地
域
で
文

え
て
い
く
た
め
の
会
員
組
織
で
す
。

例
え
ば
、

・
保
育
所
の
附
始
前

や
終

f
後
に

f
ど

も
を
般
か

つ
て
ほ

し
い

・
保
育
所
ま
で
の
送

り
迎
え
を
頼
み
た

．
放
課
後
の
子
ど
も

を
預
か
っ
て
ほ
し

．
削
棋
の
病
以
や
急
問

な
ど
の
時
に
チ
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ

し
い

・
冠
婚
葬
祭
、
親
の

通
院
、

他
の
兄
弟

の
参
観

U
な
ど
子

ど
む
を
連
れ
て
出

か
け
に
く
い
時
に

．靖国

I/.同診療分から新規対象
＝兜童医療費助成制度＝

現行制度

＝乳胡児医療費即成制度＝!L－－－ －－ ~ 子どもたちの元気は町民すべての願いです

阪
か
つ
て
ほ
し
い

な
ど
の
袋
盟
に
こ
た
え
、
施
設
で
は

対
応
で
き
な
い
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
（
何
料
制
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
が
務
は
、

f
向
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
い
ま
す
。

アドバイザー

②依入、諾
腕

＼

巴
町

叩
府

ω
A去

む
よ

力

指
・
1

川
淵

⑤援助活動

④杉4し込み
腕
人

民

活
山
J
6
2

m
m
用

育
受

刑
J

号。
⑤利用料
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河村

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

基
準
額
（
平
成
日

i
げ
年
度
）
は

3
，

5
0
0円
で
す
が
、
今
回
見
直
し
の

保
険
料
基
準
額
は
3
，9
0
0円
と
な

り
、
負
担
段
階
ご
と
の
保
険
料
を
表

の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

所
得
の
低
い
方
に
配
慮
し
て
現
行
6

段
階
の
負
担
区
分
を
ア
段
階
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
住
民

税
非
課
税
者
の
方
が
新
た
に
住
民
税

減
税
荷
に
な
り
、
段
断
が
上
昇
す
る

こ
と
が
予
怨
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
店
は
平
成
山
1
初
年
度
ま
で

の
3
年
川
で
、
段
附
的
に
保
険
料
を

叶
き
上
げ
る
抗
川
を
訓
じ
て
い
ま
す
。

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が、

4
月
分
は
2
円
分
と
同
額
が
特

別
徴
収
さ
れ
、

8
月
分
以
降
の
や
行
納

期
の
特
別
徴
収
額
で
調
務
さ
れ
ま
す
。

－
保
険
料
の
改
定
．

叶
∞
級
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

3
年
ご
と
に
見
附
す
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
今
年
が
そ

の
見
凶
し
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
保

険
料
の
掠
山
に

は
、
ま
ず
、
今
後

3
年
間

（平
成
団

3
初
年
出
）
で
ど

の
よ
う
な
介
必

サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ

く
ら
い
必
援
と
な

る
か
を
比
込
み
、

そ
の
質
問
を
ま
か

保険料月額

（年額）

1,600円

(19.200円）

2.000円
(24,000円）

2.700円
(32,400門）

3,900円

(46.800円）

4,900円

(58,800円）

5,700円

(68.400円）

6.600円
(79.200丹）

必要な介護サービスの総費用×65歳以上の方の負担分19%
墨準額＝

。
普
通
徴
収

（納
付
書
又
は
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
）
の
方

年
制
保
険
料
を
5
川
の
納
則
に
均

咋
に
分
け
て
削
州
附
さ
れ
ま
す
。
ア
ハ

に
保
険
料
納
入
辿
川
バ
と
あ
わ
せ
て

l
作
分
の
納
付
バ
を
道
付
し
ま
す
の

で
、
納
付
川
メ
は
け
州
似
併
に
よ
り
、

納
則
ご
と
に
納
付
し
ま
す
。
け
附
．
似

併
依
組
内
が
拠
出
さ
れ
て
い
る
い
ん
に

は
、
日
時
保
併
符
刑
の
保
険
料
決
定

通
知
押
を
送
付
し
ま
す
。

基準君費×1.25

住民税本人課税者（合計所得盆額が200万
｜基準額×1.45

円以上250万円未満）

住民税本人課税者

（合計所得金額が250万円以上）

t基準額×0.4

基準額×0.5

塁司E瀕×0.7

選準額×1.7

負担割合

－
保
険
料
の
決
定
と
納
付
．

fili掌額

65歳以上の方の人数

保
険
料
は
前
年
の
所
仰
咋
に
よ
り

日
定
し
、

7
月
に
賦
課
決
定
辿
知
を

し
ま
す
。
ま
た
、
は
山
政
到
述
、
転
入
、

転
出
、
死
亡
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、

月
割
り
計
算
に
よ
り
保
険
料
を
決
定

（
変
更
）
し
ま
す
。

住民税世稽非課税者で課税隼金収入額＋

合計所得金額が80万円以下の者

住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者、

生活保護被保護者等

住民税従宇野非諜税者で第2段階以外の者

．平成18～20年度の介護保険料

住民税本人課税者

（合計所得金額が200万円未満）

者

な
え
る
よ
う
算
出

し
た
「
基
準
額
」

を
設
定
し
ま
す
。

こ
の
額
を
基
準

と
し
て
所
得
に
応

じ
た
負
担
段
階
ご

と
の
保
険
料
を
設

定
し
ま
す
。

現
行
の
保
険
料

象

住民税率人非課税者

立す

介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

。
特
別
徴
収
（
公
的
年
金
な
ど
か
ら

の
天
引
き
）
の
方

公
的
年
金
等
の
支
給
に
あ
わ
せ
て

納
期
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
7
月

に
保
険
料
決
定
通
知
力
を
迭
付
し
ま

す
。
保
険
料
は
年
金
か
ら
特
別
徴
収

新
川
地
域
介
護
保
険
組
合

宮
町

1
3
3
0
3

朝
日
町
役
場
町
民
ふ
く
し
課

（宮
役
場
内
線
1
3
4）
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マ
加
入
申
込
み
、
プ
ラ
ン

支
払
方
法
な
ど
の
変
更

み
ら
l
れ
T
V
か
ら

の
お
知
ら
せ

み対

「
あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

マ
番
組
表
。
か
変
わ
り
ま
し
た

放
送
時
聞
が
変
わ
り
ま
し
た

「あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
の
ほ
か
に
、

5
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
舟
組
を
変
更
し
、
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

み
ら
l
れ
T
V
5チ
ャ
ン
ネ
ル
で

放
道
山中
の
明
日
町
行
政
州
知
滋
組

「あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
」
で
は
、
毎
日
5
川
、
朝
日
川

の
身
近
な
活
姻
や
情
報
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

番
組
改
制
に
よ
り
、
4
灯
か
ら
般

活
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

マ
料
金
引
落
し
時
期
で
す

あさひタウン
インフォメーション

．放送時間．

① 7: 1 5 
②1 2: 1 5 
③1 5: 1 5 
④1 8: 1 5 
⑤22: 1 5 

H匂 とれたて情報KAN

001 入醤町
10h1弓行政情報一ー詞百耐一一
301 疎蔀市
501テレビ記者保く＞55喬組宣伝
001 
｜とれたて側報KAN νー

111 I 11出サイエンスチャンネル
'301こみこみスクランプル 11.-
501大好きわが町。55あぐりアイ ｜ 科学妓術振興機構
001わんぱくパクパク 一一一」｜ の提供。不思議力小

深I151うたてん 一一一寸jっぽい詰まっている01301 ぜ
サイエンスチャンネル ri科学Z番組です。

J{Glわんぱくパクパク
スポーツ少年団の

子どもたちゃ、地践
のスポーツクラブで
活躍する人たちを紹

介します。また、 保
育所 ・幼稚留の子ど

もたちの綾子もお送
りします。

0とれたて情報
1市2釘のニユー
スやトピックスをお
届けします。

0にいかわ医療
ワンポイント
新川厚生センター
を中心に憲新の医療

情報をお送りします。

0にいかわToday
新川地t或のニユー
スや出来事を分かり
やすく解説します。

IIRみら一れワイド
みらーれウ ド II 「 'I イベントや音楽

、会、講演会など各種
入醤町 ｜｜行事を60分にわた

後［1ヨ行政情報二二~国防二二］｜り、 たっぷりとお届
0回L 一一 黒郡市 IIけします。

50 ~ テレビ記者席。55香組宣伝 ，、
‘I叫サイエンスチャンネル
｜・130わんぱくパクパク
1451うたてん

｜｜∞ 
21 みら一れワイド

0情熱の扉！
新川地区内の起業
家－芸術家・話題の
人をインタビューし
ます。

0インフォメーシヨン
新川地区内で開催

予定のイベントを紹
介します。

※醤絡は、毎週金随自に更新されます。

9'001とれたて情報KAN

'301こみこみスクランプル
501大好きわが町055あぐりアイ

00サイエンスチャンネル
101-,,,文hヶ
厄百I石んぱくバ
1451うたてん

100 

11 

oo, 
前｜ ｜とれたて情報KAN

61301こみこみスクランプル
501大好きわが町055あぐりアイ
001 入響町
Ysl行政情報一一弱国面T一一
7ト・4 一一一一一一ー301 黒都市
501テレビ記者席く＞55醤組宣伝
00' 

8 みらーれワイド

みらーれワイド

。。

IE・
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「私たちの生徒会活動j
生徒会執行委員会

広
報
紙
つ＼
く性
り 7

惹
力、
れ

州
刑

H
中
P
T
A
で

仏
州
問
委
員
同
何
を
務
め
た

中

間

悦

江

さ
ん
（
上
町
）

「
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
は
、
よ
り
よ
い
広
報

紙
に
つ
い
て
々
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
か

っ
た
で
す
し
、
向
分
’
l
a討
の
研
さ
ん
に
も

康

問

嶺

く
ん
を
て

渓

く
ん

草
野
の
出
田
和
徳
・早
苗
さ
ん

夫
裂
の
長
男
・次
m
H

（
平
成
同
年
7
月
幻
日
生
）

蓬
津
季
純
ちゃん

辻
岩
崎
の
蓬
滞
誠
司

・

静
枝
さ
ん
夫
安
の
三
女

（平
成
同
年
5
月
1
日
生
）

な
る
と
思
っ
た
か
ら
」。

中
山
さ
ん
は
、
制
川
中
学
校
P
T
八
の

広
報
委
以
民
と
し
て
広
報
紙

「ふ
れ
あ
い
」

の
編
集

・
発
行
に
例
わ
り
、
こ
の
た
び
2

作
の
任
問
を
終
え
ま
し
た
。
昨
年
、

山
小

中
川
子
校
P
T
A
h仏
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
例

川
町
か
ら
初
め
て
出
品
す
る
と
、
い
き
な

り
優
秀
賞
を
受
賞
。
表
彰
式
で
は
出
席
者

1
7
0
名
の
前
で
、
広
報
紙
を
と
お
し
た

P
T
A
活
性
化
に
つ
い
て
事
例
発
表
し
た

こ
と
が

一
債
の
思
い
山
と
話
し
ま
す
。

当
初
こ
そ
、
電
責
を
引
き
受
け
て
し
ま

っ
た
！
と
思
い
ま
し
た
が
、
判
中
」
す
る
か

ら
に
は
い
い
も
の
を
作
り
た
い
と
心
機
一

転
。
が
ん
ば
る
う
ち
に
、
奥
の
深
い
広
報

は
J

紙
づ
く
り
に
芯
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「ホ肌州
L

以
来
や
制
袋
、
そ
し
て
締
切
り
に

も
追
わ
れ
、
発
行
ま
で
は
ま
さ
に

「生
み

の
背
し
み
』。

で
す
が
、
刷
り
上
が
っ
た
完

成
品
を
見
る
と
う
れ
し
く
て
、
そ
ん
な
減

れ
も
悩
み
も
吹
き
成
び
ま
す
ね
」
。
仙
川
川

ら
し
さ
を
山
し
、
ぷ
行
を
引
き
つ
け
る
心

事
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
何

度
も
会
議
を
閥
き
、

け
人
の
広
報
委

H
と

と
も
に
悩
ん
で
き
た
こ
と
も
、

か
え

っ
て

そ
の
喜
び
を
大
き
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

今
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
、
さ
ら

に
上
位
を
日
桁
し
ま
す
（
結
以
は
4
月
発
ぷ

予
定
）
。
と
も
に
町
内
労
し
た
メ
ン
バ
ー
に
感

ゐ
ん
と

謝
し
な
が
ら
、
大
役
を
務
め
た
安
堵
感
と
、

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
へ
の
臼
信
を
見
せ
る
小

川
さ
ん
で
す
。

桑
原
秀
輝
く
ん

（東
草
野
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
必
は
野
球
選
子
に
な
る
こ

と
で
す
。
ぼ
く
は
松
井
選
手
が
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
松
井
選
手
が
す

ご
い
バ
ッ
タ
ー
に
な
れ
た
の
は
、
努

力
し
て
鯨
押
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

－

廻

二

す
。
ぼ
く
も
努

ニ
力
し
て
ホ

l
ム

ラ
ン
を
打
て
る

選
予
に
な
り
た

い
で
す
。

贋
j華

南

さ

ん

（下
山
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
綬
6
年

ピ
ア
ノ
の
先
午
に
な
り
た
い
で

す
。
A
J
は
斤
附
や
ド
イ
ツ
訴
の
庁
名

な
ど
を
覚
え
る
労
力
を
し
て
い
ま

す
。
分
か
り
ゃ
す
く
教
え
る
優
し
い

先
生
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
い
つ
も
優

し
く
で
き
る
人

私たち生徒会は、生徒会長の大菅淳史君を中心に、執行

委員が力を合わせ f尊重II意思J「団結j「規律JIけじめj

をスローガンに活動しています。

2月22日に行ったr3年生を送る会Jでは後輩から先輩へ

のメッセージを載せた心をこめた招待状を渡しました。ま

た、各学年とも協力し合って出し物に取り組み、先輩方に

感謝の気持ちを伝えることができたと患っています。

これからもよりよい朝日中学校を作るため、学校生活を

見直し、全校生徒と協力して良いことをどんどん進めてい

きたいと思います。

に
な
っ
て
、
み

ん
な
の
あ
こ
が

れ
の
ピ
ア
ノ
の

先
生
に
な
り
た

い
で
す
。

追分一 希 くん（草野）

一（ωティーアイシステム（黒部市）ー

¥ 

＼ 

村
j事

駿

く

ん

（東
下
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
拶
は
、
桝
脳
外
科
の
．
阪
行

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
ぼ
く

が
骨
折
し
た
と
き
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

と
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
ギ
プ
ス
を
つ

け
て
も
、
わ
っ
た
り
し
て、

か
っ
こ
い

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
．
版
行
に
な

．．
 
，－a
’h園田
一
る
た
め
に
、
こ

阿
川
川
川
1
1
1
凶

れ
か
ら
も
た
く

二
一
も

§
ん
勉
強
し
て

J
ha
い
き
た
い
で

云

す
。

西
国
悠
祐
く
ん

（周
山
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ス
キ
l
の

ぼ
く
の
将
米
の
必
は
、

選
予
に
な
る
こ
と
で
す
。
A
r
は
大
会

に
山
糊
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

冬
は
何
週
ス
キ
l
場
に
行
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ス
キ
ー
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
ス
キ
l
選
手
に
な

り
た
い
と
思
う

－
以
持
ち
は
公
わ

Z
り
ま
せ
ん
。
こ

ぬ

れ
か
ら
も
糾
円

を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

ツ
l
り
ン
グ
が
楽
し
み

側
山
ゴ
ル
フ
悦
楽
部
の
コ

l
ス刊行

時
を
し
て
い
ま
す
。
お
符
さ
ま
が
快

適
に
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
、
芝
生
の

手
入
れ
や
コ

l
ス
の
水
は
け
な
ど
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
毎
日
気
を
配
っ
て
い

ま
す
。
帥
州
場
と
し
て
は
す
ご
く
隙
境

が
よ
く
て
、
明
%
は
い
い
し
、
い
柿
に

附
ま
れ
て
い
る
し
、
山
川
々
カ
モ
シ
カ

や
肝
う
さ

g
と
い

っ
た
刷
物
も
は
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。
川
市
で

は
味
わ
え
な
い
こ
と
が
多
く
て
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

小
川
許
般
か
ら
υHM
佼
ま
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
仕

明
柄
、
ゴ
ル
フ
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
腕
前
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
：
（笑）
。
長
く
続
け
ら
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
し
、
僕
の
同
世
代

に
も
も
っ
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
が

明
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

題
昧
は
バ
イ
ク
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
。

暇
を
見
つ
け
て
は
ち
ょ
っ
と
泌
山
し

て
、
以
分
似
換
を
し
て
い
ま
す
。
胤

ぞ
〉
か
い

を
切
っ
て
必
る
災
快
さ
は
山
下
に
は
な

い
感
党
で
す
。
冬
の
問
は
点
れ
な
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
が
楽

し
み
で
す
。

日
開
で
す
か
っ
・
そ
う
で
す
ね
、

ち
ょ

っ
と
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

い
い
人
が
い
れ
ば
判
断
し
た
い
で
す
。

園田・
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今月投
稿
コ
ー
ナ
ー

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た

こ
の
時
期
は
気
持
ち
も
改

い
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
せ

ま
た
l
年
聞
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
月
の
テ
l
マ
は
「
春
を

実
感
す
る
瞬
間
」
で
す
。
み
ん
な
ど

ん
な
こ
と
で
従
を
感
じ
て
い
る
の
で

し
ょ
、
っ
か
？

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
、
ほ
け
ー
っ

と
眠
た
く
な
っ
て
、
春
だ
な
あ
と
感
じ

ま

す

。

（

P
．
N
藤
本
さ
ん
）

⑪
ぽ
か
ぽ
か
の
阪
か
い
日
ぶ
し
に
勺

た
る
と
、
つ
い
似
く
な
り
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
れ
似
で
す
ね
。
，
卜
し
た
て
の

ふ
と
ん
で
似
る
と
以
刈
で
す
。

春
聞
か
吹
い
た
と
き
と
か
－
つ
ぐ
い
す

が
鴫
い
た
と
き
か
な
？

容
で
す
ね
。

新
作
度
。

ま
っ
て
、

ん
か
っ

（P
N
青
芋
さ
ん
）

⑪
ウ
ン
ウ
ン
。「
ホ
i
ホ
ケ
キ
ヨ
」
つ

4
肉
だ
ん
ご

4
司

郡一一ト

て
う
ぐ
い
す
の
生
声
を
聞
く
と
、
何

か
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

ヱ
イ
プ
リ
ル
フ
｜
ル
で
す
か
ね
。
友

だ
ち
と
う
そ
を
必
死
で
考
－
え
る
の
も
楽

し

い

で

す

。

（

p．
N
ぎ
あ
さ
ん
）

＠
そ
れ
は
お
も
し
ろ
そ
う
ー
だ
け

ど
、
あ
ん
ま
り
度
実
味
の
あ
る
う
そ

を
つ
く
と
、
シ
ヤ
レ
に
な
ら
な
い
か

ら
注
意
し
て
ね
。

さ
あ
、
今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
野
球
の
W
B
Cが
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
サ
ッ
カ
ー

w杯
も
あ
り
ま

す
ね
。
そ
こ
で
、
来
月
の
テ
l
マ
は

「こ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
注
目
H
・
」
で
す
。

あ
な
た
が
今

一
係
興
味
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
、
凡
て
み
た
い
競
技
を
川
い

て
ド
シ
ド
シ
法
っ
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
の
投
前
や
ご
立
凡
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は

一ハ。
2
0
＠
5
2コ・
5
v益
三
∞
出
∞
ω主
一問
。」ち

で
す
。
た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

I華街γtJ't
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斗自，

4
司奏
朔

4

司
山
美
子

－＋十

牙均、．
；込

~~ 

庖
m
w
e
イ
ズ

〔問
題
〕

①
「児
童
医
療
費
助
成
制
度
」
で
、
助

成
対
象
と
な
る
の
は
い
つ
ま
で
つ

人
未
就
学
児

B
．
小
学
3
年
生

小
学
6
年
生

c. ②
町
の
総
合
明
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
は
「

0
0
0ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

人
ひ
す
い

8
．
つ
つ
じ

C

さ
く
ら

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
を
川
い
て
4
月
刊
日
働
（中I
H
m

印
れ
効
）
ま
で
位
以
ま
ち
づ
く
り
振

興
訓
企
州
制
光
係
（一

Tω
’0
7
9
3

制
日
川
辺
司卜
1
1
3
3
）
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
州
選
で
3
名
に
閑
h
れ
H

券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
凡
は
り
の

当
選
者
は
、

P

N
版
本
さ
ん
、

p
．

N
姿
朔
さ
ん
、

P

N
ぎ
あ
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
幼
児
国
の
巻

〔た
い
へ
ん
だ
i
H〕

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」 （2
歳
児
）

の
歌
を

得
窓
げ
に
歌
う
S
く
ん
。

S
く
ん
『
P
お
よ
め
に
う
ら
れ
た
ね
え

さ
ま
に

1
」

ち
ょ
っ
と
S
く
ん
、

『お
よ
め
に
い

ら
し
た
－
e

」
で
す
よ
。

〔
ふ
つ
う
と
は
：
・
？
〕（2
歳
児
）

R
く
ん
「
こ
の
タ
オ
ル
、
マ
マ
に
口
っ

て
も
ら
っ
た
ん
。
ふ
つ
う
に
買

川附
向
中L

「ふ
っ
、
つ
つ

っ
て
も
ら
っ
た
ん
や
よ
1

』

ど
う
や
っ
て
買
っ

て
も
ら
っ
た
ん
つ
」

R
く
ん
「
山
っ
て
、
円
一
っ
て
ェ
3
！
っ

て
パ
わ
ん
で
も
日
っ
て
く
れ
た

が
。
マ
マ
や
さ
し
い
か
ら
』

・回目

〔こ
れ
な
あ

l
に
？
〕

給
良
に
お
緋
μ

白
川
が
川
て

U
くん

「
あ
れ
円
一

せ
ん
せ

な
あ
l
につ」

些
阿
上
「
ど
れ
か
な
っ
・
」

2
成
川
ル

こ
れ

U
く
ん
「
こ
の
ピ
ン
ク
の
ク
ル
ク
ル
し

た
も
の
｝

保
行
士
「
こ
れ
は
ね

う
ん
だ
よ
』

な
る
と

っ
て
い

U
く
ん
『
へ
え
l
、
な
i
る
ほ
と
（ど

川体行卜
。『
円」

（ペ
ッ
ト
〕

M〈
ん
「

ぼ
く
ん
ち
ね

人ノ

保
向
上
「
H
く
ん
ち
は
つ
・
」

H
く
ん
「
州
も
お
ら
ん
よ
l
』

似打
－K

『S
く
ん
ち
は
ど
う
つ

」 3
成
児
）

ね
こ
お
る

あ
り
さ
ん
い
っ
ぱ
い

S
〈ん

「
ぼ
く
の
う
ち
に
は
お
る
よ
！

4灯3日（片）～5月 lヒ｜仰）まで

（土.LI .祝日を除く）

午前8時30分～午後5時15分

税務財政課税務係 （岱役場内線122～125)

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

期間

時間
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．．．．． 

平成I8 {1三肢の上地および家毘の縦

覧l帳簿の縦覧およひ’固定資産課税台帳

の閲覧を行います。課税の基礎となる

評価献などが記載されていますので、

｜人Jtiをご確尽くださL、

l町では、納税に対する立浪，，，，i：など

のトl的で1lii＊内報交合；Iii］／立を実胞してき

ました。

しかし、税を取りをく限m.の変化や
IJ /q~ tk~併などによる納付；liiJJ立の i11i1史に

より、今年！長（、l':/J比J8{1よ！立泌税分）か

らl!l!M:資陀悦 ・側人のlllfl（税 .11<1民健

康保険税の111i納報提令市ljJ丘をli6H：する

ことになりました。

II円上〈の侍さまのこ：JlHf!仰をお腹円、いた

します。

問い合わせ

町長のひとりごと

三寒四温を繰り返しながら、

間違いなく春に向かっています。

それぞれに未来への夢と希望を

描いて卒業式に臨み、涙を拭き

ながら［仰げば尊しjf蛍の光J
を歌った同級生を思い出します。

10年ほど前から卒業式の歌が
1様変わりしていると聞きました。
その理由は「歌調が難しくて生

徒が理解できないjrrわが師の
恩jと自分で教えるのは気恥ず

かしいjと言う教師の意見で、

生徒と相談して f旅立ちの日にj

fさくらjなどが歌われていると

のこと。時代の移り変わりを感

じます。議会中のため卒業式に

は出ていませんが、涙を流しな

がら敬う卒業生がいるのでしょ

うか？

県立高校合格発表も変わりま

した。カメラ付き携帯電話で張

り出された受験番号を記念撮影

する生徒。学校ごとに合格者氏

名が新聞に載った時代を経験し

た年齢層の自にはどう映るので

しょうか。ともかく、 義務教育

を終え、自ら選択した進路先で

の活躍を祈ります。生まれた郷

土の歴史 ・文化 ・伝統などを背

負って、世界を相手に頑張れ

f朝日の子どもたちJ! ! 

ある日突然、我が子が目の前

からいなくなる…。娘めぐみさ

んを捜し続け、辛く長い年月を

過ごしている横田滋 ・早紀江さ

ん夫妻。その思いにこたえ、先

日、駐日米国大使がめぐみさん

詑致現場を視察したことで、こ

の問題が解決に向けて大きく進

展することを期待しています。

昨年ll月、夫妻が当町を訪れ、
早期救出の願L、が海の向こうに

届くよう「思Lリを込めて植え

た f紅白のサ／レスベリjは日々

成長しています。（3月17日記）

O
 

G
 

ハv
p
 

o
 

C7 
ti 

属国・



－wfypY555pypyyypyyvpyyvgMfyyypyyypyyvpvpvry 

L四
た

呼y
 

r
mJヨ
ぬ
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込
山
日
間
シ
ヲ
ヨ
「
M
E
－－
似

c
t＼
c
t
t
h
l＼
E
〈
C

I

W

C
‘
ノ
可
E
E
C
〈
・

2
a

，γ

．
川
芥

呼

葉
、2
5
2
5
3
Aイ
3
3
33
3
5
3
3
3
5会
2
3
3
3
2れ

制
H
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ

ク

内

特
や
設
立
準
備
状
況
な
ど
を
紹
介

ラ
ブ
「
ひ
す
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
平
成
同
年
度
に
設
立
準
備
委
員
き
て、

『ひ
す
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
平
成
旧
年

ブ

」

は、

乎
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

2
月
の
設
立
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
な
ら
だ
れ

い
ま
す
。
今
回
か
ら

「ひ

す

い

ス

ポ

で

も

参
加
で
き
る
総
行
的
な
ス
ポ
l

l
ツ
ク
ラ
ブ
辿
い
』
と
し
て
、
日
動
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な一--

』

ι・－ 

医療の現場から
あ
さ
ひ
総
合
病
院
外
科

東
山
考

一
副
院
長

か
つ
て
加
賀
滞
最
大
の
問
所
が

あ
っ
た
現
地
区
。
鹿
山
人
と
文
化
が

香
る
こ
の
附
所
跡
で
、
ス
テ
ー
ジ

や
出
店
、
見
学
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

O
芸
能
発
表

｝い

・
境
成
年
会

』

・
境
芸
能
保
存
会
ほ
か

O
出
店
コ
ー
ナ
ー

・
関
所
名
物
だ
ん
ご
汁

・
地
酒
利
き
酒
会
（
無
料
）

．
町
特
産
品
販
売

・
箇
木
即
売
ほ
か

ス
ポ
ー
ツ
を
年
齢
、
技
術
、

体
力
な

ど
に
応
じ
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
城
山
市
川
引
の

ク
ラ
ブ
迎
併
を
け
桁
し
て
、

地
域
住

民
が
ト
仁
体
と
な
っ
て
、
参
加
行
、
折

噂
行
、
辿
れ
ス
タ
ッ
フ
が

－
紺
に
々

え
、
辿
位
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
大
き

な
特
徴
で
す
。

A
A
寸
、

サ
ン
リ
l
ナ
で
は
、

い
ろ
い

ろ
な
健
雌

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
附
俄

し
て
い
ま
す
。
さ
あ
、

皆
さ
ん
！

体
に
い
い
こ
と
、

始
め
て
み
ま
せ
ん

fp 
? 

背
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

設
立
準
備
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
一
同

第
同
国
富
山
県
レ
デ
ィ
ー
ス
ピ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
朝
日
町
予
選

（吃
／
は、

日
サ
ン
リ
l
ナ）

V
A
ク
ラ
ス
i
似
B
E
A
S
T
マ
B

ク
ラ
ス
l
抗
女
神

2
位
フ
ァ
イ
ブ

マ
C
ク
ラ
ス
1
校
避
夢

2
位
よ
ん

ど
マ
D
ク
ラ
ス
1
位
卜八
家
陀
ス

マ
イ

ル

2
位
ト
ン
ボ
パ
l
ト
2
マ
E
ク

ラ
ス
l
位
ト
ン
ボ

2
位
大
家
此
ス

マ
イ
ル

第
ア
回
北
陸
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（ロ
／
お
i
お
サ
ン
リ
l
ナ
）

V
3
仰山一日
川
校

県
高
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権

（1
／
8
1
円
上
市
町
他
）

V
出
子
3
仙川仙
川一リ川校

4月のスポーツ

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
県
イ
ン
ド
ア
大
会

（1
／
市
宇
奈
月
町
）

V
女
子
一
川
三
の
部
l
位
七
山
あ
ゆ
み

（泊
尚
）
2
似
新
川
判
訪

（川
｝

朝
日
柔
道
大
会
（1
／
包
サ
ン
リ
｜
ナ）

V
団
体
小
学
也
l
位
制
U
山中
V
例
人

同
山
2
依
松
本
に
ち
か

3
位
県
坂

荷
V
偶
人
小
学
l
年
中
3
位
出
保
催

也
V
同
2
年
生

2
杭
長
川
見
太

3

位
追
分
間
斗
V
川
3
作
生
2
位
松
ド

ぷ
樹

V
M
4
午
生

l
位
松
山
泰
k
U

3
似
水
品
屯
次

V
M
5
作
生

3
位
迫

分
決
太

V
M
6
作
供

2
位
行
仰
木

3
似
松
ド
．肌
V
V
側
人
小
学
仇
別
t
s

九
キ
ロ
級
l
似
柿
本
利
ル
W
V
M
K
λj

mキ
ロ
級
2
似
山
本
彬
f

ス
キ
ー
県
技
術
選
手
権

5
富
山
市
）

V
川山乙
Jl
仙川米
任
以
川

（

2
／
4
、

9: 00～ 

※日程は変更になるi易合があります．

・朝日町野Eま選手権
2回目），， 9日目 文化体育センタークラウンド 8:00～

・少年敏式野球大会

8自国 文化体育センターグラウンド

・響寧ゲートボール大会

8日ω 多目的広湯 9: 00～ 
・県春季一般男女バスケットボール選手権大会

98旬、 16自由、 30日目 サンリーナ 9・00～
・Cクラス野琢大会
16日目 文化体育センタークラウンド

・スプリングカップピーチボール大会

19日制～21日程的サンリーナ 19: 30～ 

・新川地区春季高絞ソフトテニス大会

22日凶 テニスコート 9: 00～ 

・スポーツ少年団結図式

23日目サンリーナ 9 00～ 

・朝日町ミニパス大会

23白日サンリーナ 13: 00～ 

・北信ill壮年ソフトボール大会富山県予選
30日目 文化体首センタークラウンド 9: 00～ 

8・00～

【スポーツ安全保険加入のご案内〕
会’J~務局生涯学習 －スポーツ係

｛宮役喝内線322）またはサン
リーナ ｛宮83-1838）までお

11¥J ~、合わせくださし 、

この保険は、スポーツや文

化 ・ボランティア活動などを行

う5名以上の団体であればJJll人

できますc 詳しくは、教行委Ll

変わりゆく乳がんの治療
乳がんの権議率は、 1994
年に初めて胃がんを抜いて女

性の第1位になりました。以
後年々増加し、現在は全国で

年間4万人以上が発症してい
ると推測されています。女性

がIがんjにかかるとしたら、
乳がんになる可能性が一番高

いのです。

今回は、その治療法の変遷

についてご紹介します。

過去10年の聞に乳がんの
治療法は大きく変化していま

す。従来は、手術による切除

が最も重要視され、広く乳房

とリンパ節を切除する方法が

とられていました。

現在は、 3V以下のがんで
あれば乳房を温存（部分切除）

し、リンパ節も不必要な切除

はしない方法（センチネルリ

ンパ節の検査）が主流となり

つつあります。これにより、

美容上の問題や腕のむくみな

どの機能上のトラブルも大き

く改善されました。さらに、

加入 対象となる
対象節回

i葺金 傷 審 保 険

区分 団体 （王手額｝ 死 亡 後遺障害 入院18 通院1日

子供の団体
A スポーツ洛働以

団体活動中と
500円 2.000万円 3,000万円 4.000円 1.500円

外の夫人の箇体
その往復

AW 子供の団体
団体活動中とその往復

1,050円
2, 100万円 3,150万円 5,000円 2.000門

（以外の個人の活勧） (100万円）(150万円） (1,000円） (500円）

A、AWの子供
AC の指導支媛 1,000円 1.000万円 1,500万円 2.500円 1.000円
を行う大人

B 局齢者の団体 団体活動中と 800円 600万円 900方向 1,800円 1.000円

大人のスポーツ その往復c 
活動団体

1,500円 2.000万円 3.000万円 4,000円 1.500円
.... 圃。危険度の高いス 9.000円 500万円 750万円 1.800円 1.000円

ポーツ活動団体

手術後の乳房へ放射線療法を

加えることにより、局所再発

の可能性も低くなります（乳

房を全切除した場合と同等）。

また、かなり大きくなったが

んでも、手術前に化学療法を

行い、がんを小さくしてから

温存療法を行う場合もありま

す。幸い乳がんには化学療法

やホルモン療法などの薬物治

療がとても有効です。これら

を個人の病状に応じて組み合

わせることで、治療成績が

年々向上しています。

IBI’ 
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News & Toeics 
企画観光係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

H83-110 0へ

楽しい一日に羽伸ばす
ーひとり暮らし高齢者一日招待一

町内のひとり喜らしの高齢者を招待し、会食や

演芸を楽しんで交流を深めてもらおうと 「ひとり

暮らし高齢者一日招待Jが3月2日、老人福祉セ
ンターで聞かれました。

舎日の朝日町を築いてこられたお年寄りに感謝

の気持ちを込めて、昭和52年から行っているこ
の事業には、令ロ1308が参加。お風呂や食事で

団らんの時閣を過ごした後は、桜町保育園兜のか

わいい遊戯や愛婿家による華やかな舞踊などが搬

露され、会場から大きな拍手が沸いていました。

新生農協に大きな期待
ーみな穂農協発足式一

あさひ野農協と入善町農協が合併して、新しく

誕生したIみな穂農協jの合併発足式が3月1目、
入善町の同農協本所で行われました。

武では、用根努組合長が I合併効果があがるよ
う職員一丸となって努力したいjとあいさつした

後、関係者などが新看板の除幕とテープ力ツトを

行いました。

みな穂農協は1本所11吏所体制。平成16年度

末現在、 182農協を合わせた事業規模は、正組合
員戸数約5,600戸、貯蓄高約850億円になります。

一足早めの奮気分楽しむ
一冬のフラワーフェスティパjレin新川一

寒い冬を花で彩り、宝活に潤いを与えようと2
月25日.26日の両日、「冬のフラワーフェスティ
パル1n新J1 IJがサンリーナで聞かれました。
これは、朝日・入善両町の施設園芸農家などで

組織する実行委員会が毎年開催しているもの。切

り花の販売、花の写真展示などが行われたほか、

フラワーアレンジメントの実演では、花を贈るさ

まざまな機会に応じたアレンジメン卜のコツが紹

介されました。鮮やかな花々の香りに満ちた会場

では、多くの人が一足早い蓄を楽しんでいました。

地元産力ニに児童大喜び
ーさみさと小でベニズワイガ二の絶食一

さみさと小掌校で3月10目、朝捕れたばかり
のぺニズワイガこが給食として出され、主枝児童

368人を喜ばせました。

漁師歴40年の扇谷孝信さん（宮崎）が提供したも
ので、地元で行われる力二漁とその昧を吾どもた

ちに知ってほしいということで実現しました。

6年生の教室では、扇谷さんに力二漁の仕方な
どの説明を聞いた後、 一緒に力ニ1パイと力ニ汁
をいただいた兜童たち。上手な食べ方を教わりな

がら、地元の0未貨を笑顔で楽しんでいました。

寒い冬に負けるな
一県民スポレク祭冬季大会一

さまざまなスポーツに親しんで、寒いさきも健康

で楽しく過ごそうと、第14回富山県民スポー

ツ－レクリ工ーション祭冬季大会が2月26日、
サンリーナをメイン会場に開催されました。

グラウンドでのゲートポールなどのほか、体育

館内では、町民三世代交流ビーチポールや太極拳

などが行われ、町内外からおよそ1,900人が参加

しました。ダンススポーツでは、社交ダンスの演

技発表や体験教室などがあり、参加者は真剣なま

なざしで演妓に見入っていました。

News & Topics 

児童の安全守り隊
-r学校安全パトロール隊jが発足一
地I或住民が兜童の通掌路を巡回するなどして、不

審者に目を光らせるI掌授安全パトロール隊Jが町内
すべての小掌校区で発足しました。

さみさと小では2月21目、児童や自治振興会長
などが出席して発足式が行われました。自治振興会

を代表して水昌行雄さんが「地域住民の協力で児童

の安全を確保したいjとあいさつした後、児童代表

の松下Ill真平くん（6年）が「隊員の方を負えてあいさ
つをしたいJと述べ、「安全で明るい通学路Jに向け
て一致団結することを誓い合いました。

毎回圃
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。人をいたわり o人を愛し o人を信ずる
この1D1が社会福枇のiD1である。

0人を理解し。人をいつくしみ

. 87.IS:赤十字社朝日町分区
－朝巴町民生委員！月重要員協議会

朝日町社会福枇協議会は、み毛主さんとともに熔場の福従向上を
目指す民聞社会信祖I団体です。

《以下の業務も行っています》

．朝日町ボランティアセンター

．朝日町善意銀行

－共同募金会朝日町三E会

社会福祖協議会だより

．乞よご－
r、！，..）、し＠ふく

あさひ福祉センタ一内
ft83-0576 四83-1589
E-mail syakyou@pri. town.asahi. toyama.jp 

事務所

豊田拐涛伊⑫多＝ピ。

．活動握助

・ボランティアグループの育成、

活動への朗成

－即成団体などの紹介

．相談・紹介

・ボランティア希望者の相談、

登録、活動先の紹介

・施設ボランティア連絡調整
．基盤整備

・ボランティア活動保険の取扱い

．ボランティア墨金

・活動機材

．連絡調整ネットワークづくり

．関係団体との連絡調整

・ボランティアグループ交流会の開催

．啓発普及

• rボランティアの集しリの開催
－ボランティアサポーターの設置

・学童、宝徒のボランティア活動

普及事業の実施

．養成研修

・ボランティア講座や研修会

．広報・ 情報提供

・情報誌fハートフル朝日jの発行

・図書、点写板の費出し

・ボランティア活動情報の提供

※母子手帳持参

健康インフオメーシヨン
問い合わせ：保健センタ－ H83-3309 

｜悦ん』
イエス ．キ リストの復活を祝う復活祭（イ一ス

iタ一｝＇ま、キ リスト努｛徒にとつて最も重要な祝日で、

i今年は4月l山なつています。
復活祭のHは毎年異なりますが、 H曜日と決めら

iれています。これは、 十字架にはりつけにされて亡

｜ くなったキリス トが、3日目によみがえったのが日

｜限日てもったためです。そして、亡くなったのが金

l蹴Hであったことから、復活祭前の金曜日を”Good

Friday＂と呼んでいます 。なぜ℃ood”なのでしょう ！ 

か。これは、キリストの死により、彼を信じる者の ｜

犯した罪がl帳消しにされるからと言われているため

です。

復活祭では、多くの人が「イースターエッグj と

｜呼ばれる、卵をかたどったチヨコレートを交換しあ

｜います。また、サンタクロースと同様に、子どもた ，

ちはイースターエッグを持ってきてくれる「イース 。

ターパニー（うさぎ）Jの存在を信じています。

さて今日、多くの人が教会に足を運んで、よみが

えるキリストを祝う復活祭は、きたるべき器と I新

止I：：活jを祝う1時間でもあります。

場b、

"" 
月日
受付 l時間

事業名
（対象者等）

4月3Fl ・10日－
l 7 LJ. 24円
し、ずれも（月）

9:30～川 ：30

保健センター
健康体操教室
（希f:'l1.者）

保健センター

健康相談
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（相談希塑老）

電話相談は随時受付します

心の健康相談

（予がj伽
Itちします。（n52-2647)
泌知療の11.i談も受けます二

4月3日.17 IJ 
L、ずれも（月）

13:00～14:00 
新川厚生センター

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

麓
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌

「ハ
l
ト
フ
ル
朝
日
」
発
行

新川厚生センター
4灯12日（;j()

14:00～15:30 

ひきこもり等家族教室
（ひきこもりや自閉傾向などの）
問題で悩んでいる家族

保健センター
4月25日（火）
13:00～13:30 

4か月児健診※
( 17年12丹生まれ）

4,80011! 

・同六i1Hlllf 寓ill奇的職さんから亡£

とみ子さんが生前お世話になった

お礼として 100,0001’1 
・大家u: 伊勝守子ーさんから亡夫
-f!I~ さんが「i：前お世話になったお

100,000111 

JIU~.貞ーさんから硬貨‘’良型fぜhありがり
竜彦 あたたかい志

朝日町社会福組協議会

朝日町醤意銀 行

(2月11日～3月10日）

!Ji川市、｜正さんから故郷靭1

U町の福祉と活性化を願って

‘’東京都

日時 ：4月13日（木）

午前9時30分～

場所：あさひ福祉センター

1階広間

参加費 ：200円

～お気軽においでください～

Im聞

キしとして

， このページは、一部共同募金の配分金で発行されています。

llJ.;直；：：＇：＆；j・til'Ii.>Mヨ~－－

「民話の紙芝居j

3,000PJ 

4月の休日救急診療当番医務~~~～午後sa寺

2日（日） 申川医院 ft82-0120 

9日（日） 煩東病院 ft83-2299 

16日（日） 松富医院 fi82-0051 

23日（日） 丸川病院 岱83目 3391

29日（祝） 板東病院 n83-2299 

30日（日） 板東病院 fi83-2299 

｛京槌センター
4月2711（木）
13:00～13:30 

3歳児健診※
(14仔・.I0月、 1I 月正まれ）

保健センター
4月6日（本）
13: 15～14:30 

BCG接種※
( 1:Jjz2かnから6かjlでまだ緩）
絡していない1'i J 

保健センター
5月2[I （火）
13:00～13:30 

10～11か月児健診※
(17年6Ji、7月£七まれ）

第2 ・ 第4土曜日は外来休~（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受け付けします。H83-1160 0あさひ総合病院－・



くらしの情報室

Living Inf-Or恥a11(Jm1

学用晶などの費用を援助
釘lでは、 今森小 ・1t1’ヲi：校へ人’下さ

れる児童 －生徒のうち、終術的J!i!~l-1 

などにより就学にお州りの万に刈し

パ、 j：はセ託

、、季節Iです。

このシーズンは行楽で外II＼の機会

も多くなりますが、おII＇，かけ1iliにも

う一度火の;cの確認をお搬し、します。

て、 ：学用品質などを慌肋します。

才~－望 される ti は、 学校と十IIi淡のう

え、 4月21ヒ｜ωまでにq1:l1'i , 1~ を総 II\

してくださし、

行楽期の火災予防

気候が暖かくなるが先は、火災を

取り扱う頻度も少なくなり、火災も

i減るように忠われますt

が乾燥するため火災のきし

＠重〉

年金だより
～障害年金と老齢年金の併給可能に～

これまで｜硲得本：礎作金の受給.tMri-

は、老齢または死亡を支給・H山とす

図書館の自由が（呈される時、我々

は団結して、あくまで自由を守る。

大薮吾彦 ：一公庫良俗を乱し人権を侵害する表

山本幸久 ：現を取り締まる法律として fメデイ

＠ちマ⑧n管今殺守 ～参加者募集20名～

（受付4月21日まで）

知って得する健康教室は、名前

のとおり健康についていろんな角

度から掌ぶ教室です。まずは自分

の健康、次に家族、そして地既の

健康のために掌びませんか？

｛｜多3後には、希望により食生活

改善推進員またはヘルスボランテ

ィアの委嘱状が交付されます。

【申し込み・問い合わせ】

保健センター ft83-3309 

朝日町立申央図書館（fi83・0574)

新しい本
cg  
栗原はるみ（はみちゃん）

栗原はるみ

ももこの21世紀日記 N’05 

さくらももこ

臨艇'Xを~：七弓議＇＜＇常♂2抗i争己切主れ主守主主忠部之島h町t、，~－問＇ i' －予・叶 定 》 吋 ' 

← 字書、ーニ~－‘－ ，＿七色 . d・ー＿， ・ー 了

0開講武 0保健センタ一事業概要 O健康と食宣活

2 0食晶街宣について 0調理実習（1) 

3 0運動をしよう！

4 0薬の正しい知識 0調理実習（2)

5 0血圧のしくみについて 0調理実習（3)

6 0施設男掌 O豪いすの移動実習

7 0生活習慣病とは？ 0調理実習（4)

8 0食畠の組み合わせ 0調理実習（5)

9 0家庭介護、排j也、清紙、体位交燦 0調理実習（6)

10 O閉講式 0座談会 0調理実習〈ア〉

不屈者 後藤正治

こんな夫婦に誰がした？謹んでお慶

び申し上げます 績小路きみまろ

雛を包む 育吉玉青

※閲誘時間はいずれも午後1時30分から4時まで

百万回の永訣

個回

忘れないと重ったぼくがいた

平山瑞穂

黄泉からの旅人 R－ブラッドべり

すべては海になる 山田あかね

柳原和吾

挑戦者（チャレンジャー）

のi:!Jし間により、 ｜樟符基礎年金とζ ：します。

i愉または死亡を支給事l羽とする厚生： なお、 111しHlには、社会保険尊重務

年金給付との併給が可能となります。 ：mに選択1-1-1111，菩の挺出が必要です。
＂＇し 出ができる方は、 障古基礎午 ： J下しくは 『ねんきんダイヤlレJ(ft 

'17.と、老齢または死亡を支給']J111と ：0570-07・1165）または、魚津社会保

する厚生年金給付の受給権を,f_jして ：険・J~務所（ft24- 1494）へお問い合

おられる方で、 65歳以上の1iが該当： わせくださL、。

男は敵、女はもっと敵

クローズド・ノート 雫舛惰介

チエケラッチョ！！ 秦建日予

青雲這かに 佐藤雅美

弥靭の月 あさのあっこ

ヒストリアン（主2巻）

E・ コストヴア

殺人ピエロの孤島同窓会

お腹召しませ

水井美意吾

浅田次郎

包需クラブ 天童荒太

Oご寄贈ありがとうございました

f畑道のii）と氏待係（朝日町）J

f抑道のゆと氏掬様（入善町）j

高意吉久さん

合紹
也事

阪
盛

D
臓

開
閉
詔
盛

和
需
品野監

図

以

v
t盛

『図
書
館
戦
争
』有
川

と袋二

’0 
著

ア良化法jが成立・施行された現代。

超法規的横聞に対抗するため、図書

館は立ち上がる。狩られる本を、明

日を守れるのか。

大ホット求人情報交 平成18年4月分る厚生年金給付とのm出合はできない
ことになっていましたが、 4J1(1r I 町の工事発注状況 （500万円以上）
金額の改定は5J-:1分）から受給続行 ｜ーこのコーナーは目Iが発注．したものを払，Jil＆していますー （HJ8.2 I～2 .28) 

El謹担主回出~rl

・向陽町団地ーーなし

・旭ヶE団地ーーなし

※町営住宅は、公営住宅法に基づ

いて建設されています。このた

め入居資絡や申込方法に制限や

定めがあります。入居に閲する

詳しいお問い合せは産業建設課

都市建設係（公役場内線249）まで

置翠．

受理 求人認議 年齢 賃金 手i築場所 採用 軍人醤号醤号 1•1H<1 : I’11 f本 8 人事R

ti ~ 
鰯道下

一 1 11 1 361 195.000 日祝

2 
裁断助手および

不問
172.500～ 制犬家径 1 186361 

現場事務 230.000 B祝

3 工演塗装
18才～ 150.000～ 電車， ェmil 1353061 30才 180.000自他

4 一 般事務 ～5け l140.000 事且平J~O 1366561 
｛也

5 S動車道量五手 不筒 249.414～ 
靭，月山

253.971 自他

6 売店 喫茶係｜～35才 700 
聖目機尾 1232361 

（時間鎗｝ 他

7 事事祭業手伝い 18才～ 800～1.000 
朝下山新

2 1242261 30才 （防防鈴） 他

8 調理スタッフ ～50才 750～850 聖母．t畳 1 1286561 
（時間鎗｝ 他

9 風8メンテナンス 不問
720～750 紛舟川新 1 1349561 
｛隙間給｝ 他

10 
コンク リート

不問
日∞～1.200羽小吏 1416861 

圧送工 ｛時随給｝ 日イ也

'fi 手4 ht§ l，地先 ~＜1正 （·；［ 治i'！金額 業者名 隷名

公J~ l本h1!i談災災復旧iil業
はld向 18!1' 311 産業

fllfilii詰の瀬~t又線災ti復旧その2 r11i 11.760.000 J..'ll r良 J.: ;?i （.紛
jj'; .z! J.'l! 

m11日I公共F水道事業 本四f まちづ〈り
if(川文語1m1w.3126- 1号外3路~術i'H事 外

J8fJ' 311 5.250.000 A< I：雄設（t,骨
t長輿~

itll!a h店主~ifr殺改良事業
F1l1調i18fド311 産業

新o~線｜期述町透下l~稲~t話線付符改良工事 5.512.500 ii長 IJJ ~ 設
建設課

•:v 1 川 mr公共下1｝（道事業 7司4>111f
J8li＇・3JJ まちづ〈り

日本Af支線rrnrns200号外3路線桁設』；目Ii 外 12390.000 J-}l ill設 工 業（陶
振興；！！！

~Jll I Elf公共下水道中業 ェi前田fJ81J' 3/l まちづ〈リ
三浦町マンホーJレポンプ殺i自Ull 16.380.000 (mミヤシゲテクノ

自E興課

・:m l町公共 ト水i直射楽 ·~； 4、日I まちづくリ
日本田fl線行Um4207号外2路線和設工・Ii S<~ 

J8!1• 3H 14 175.000 虫j:n雄投工業｛開
担長興 t票 Of＞~人情報一覧表j もご利用くだきL、 なお、すでに採用済みの以合もあり ますのでご了承くださ L 、

O詳しいことは、魚溜公共事喜楽安定所 ft24-0365へお1郎、合わせください。

くらしの情報室

Uviill~I l11f o『町四1lJi()ll

4月の告種相談
〈相談は無料です〉

4日以）心配ごと相談
13:00～16:00 福祉センター

5日（水）年金相談
10:00-15:00 役場会議室

11日（川裁判所出張調停相談
13:00～16:00 福祉センター

12日（刺年金相談
10:00～15:00 役i易会議室

心配こ、と相談

18日開
母子 ・父子相談

行政相談

人権相談
13・：00～16・：00 福祉センター

お日以）心配ごと相談
13:00～16:00 信祉センター

26日（＊）年金相談
10・：00～15:00 役場会議室

．教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月・7.l<・木曜日）

9 00～1 6 ' 00 ft82 -1 000 

・子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8 30～17 00 ft83-1920 

4月のガソリンスタンド休日当番店

2日（日）大谷石油 ft82-0703 

9日（日） 小川石油 ft83-3033 

16日（日）浜岡商店 ft82-0578 

23日（日） みな穂農協 岱83-1135

29日（祝） 全店営業

30日（印 全店営業

交通事故発生状況調
2月末現在 ｛ ）内は前年同向上t

人 Q 都 敏 ｜物策

件書R 死者 傷者 ｜事故

県 内
1213イキ 8人 1426人
(+24) (+1) ｛ー10)

一一
入善望書祭密 29件 0人 32人
管 内 (+3) （ー1) (+2) 

朝日町
4件 0人
(-2) (±0) (-4) (+14) 

~・・



くらしの情報室

1Livii1191 Inf <Vr町四Uむll

（問い合わせ ）

院務離磁輔組組

〈最新情報はホームページにて〉
http://www. asahimachi. com/ 
nanairo/index. html 

n83・3700
なか、みKl¥tJ情報

平成18年度狂犬病予防注射を左記の日程で行い

ます。

登録（生涯l巨｜）と予防注射（毎年l回）は、狂犬病

予防法で定められています。続寄りの会場で受けて

－手数料は約り銭の出ないよう持参ください。

－犬を保定するため、犬に慣れた人が連れてきてく

ださL、
散歩時の犬のふんは持ち帰りましょう！

ふんの放置は条例で禁止されています。

くださも、

《注射手数料計》 3,000円

《登録料》（新規登録の犬のみ）3,000円

10:00～11 :30 

13: 15～14:45 

カルチャーセンターみやざき

旧農協笹川支所

旧民協商保支所

蛭谷自治会館

旧農協山崎支所

五箇圧公民館

稼I家公民館

みな穂農協富農センター
（旧大家圧支所）

場公民館9:30～10:00 

10:30～11 :00 

11 :30～12:00 

13:30～14:30 

9・：30～10:00

10:30～11 :30 

13: 15～14:45 

赤川焼の兜を作ってみませんか？
期間： 4月30日（日）まで 受付：午前9時～午後4時

料金 ：1,500円（体験時間1時間程度）

※作品のお引渡しには1カ月程度かかります

：場所 子白て支援センター ： 門家用自動車を持たない老人のみ

・対象 保育所入所前の l歳以上のお ・世帯の70蹴以上の方で、 ｜叶一地区内

了さんとご家族 ：に扶益義務省となるべき子どもがな

［赤ちゃん広湯］ ：く、前年分の所得税が非課税のtt円形

：指導 助箆師 ：であることが要件となります。

：日時 4月27日（,f-:)（受付9時30分） ：［福祉タクシー券］

午前lO時～ll時30分 ： 身体障害者手帳を持つ視覚、肢体

：場所 子育て支援センター ：不門山（1、2級）の方、または村伊11

：対象 l歳未満の乳児と ご家紋およ：保健福羽｜：手帳 l級の方、療育手帳A

：び妊jff.姉 ※パスタオル持参のこと ：の方に交付します。；（ § ，； 交ーする方は身…' ！知也、：精神保健福祉手帳または療行手帳と
：印鑑を持参して来てくださし、

タクシー料金助成 ： なお、平成18年3月31日以前に交
タクシーの初乗り運賃を助成する：付した乗車券は返還して ください。

：采ボ券を希盟者に交付しています。 ：お問い合わせ 町民ふくし課地域福

お母： ｛シルバータクシー券］ ：靴係（fi役場内線135)

楽．

総工会館

~ 
危険物取扱者試験
試験日および会甥

6月2511(11)ありそ ドーム（魚津市）

ほか市111出、；・：：i州市でも開催

試験種類 'I＇舶、 乙経企類、丙種

願書受付期間 4J-120LJ（：村～5月2LJ(1<) 

※詳しくはlllf消防幸子予防係

(fi83-0009）まで

9:00～14:00 

錆
。，＿？－，，..... －~ 
土・日・祝日開催申！！

～些 j ら〈包～の情報 n82-0990 

ガラス｜；際｛立、溶解；炉つぽ替えの

ため41-1q 1旬までお休みします

休館日…毎週火llli!日

夜間休業 毎週川曜日
4
月
の
営
業

fなないろ朝市j

新規出店者募集

4月14日（主）締切

問い合わせ、申し込みは

なないろKA Nまで

'"" 

信

4月の予定 （13日闘は休館日です）

［朝日町長選挙j投票日は5月21日⑪
～立候補予定者事務説明会は4月21日働に開催～

なかよし広煽・赤ちゃん広湯

必要書類を配布して説明する）＇1：候

補予定者事務説明会（代理1十＼Jli'i可）

は、 4月21日幽午後2時から役以

1 階第l会議室で行います。

問い合わせ

•:v1 Fl町選挙管理委員会事務川
（公役場総務政策課内／内線213)

平成18年6月12 LI任期滞ifに

伴う制ilfl町長選挙の白穏などが次

のように決まりました。

．選挙期日 5月21日目

・告 示 日 5同16日ω
．選挙人名簿登録日 5同15日伺0

なお、立候補を予定する方々に

～子育て支援センターに集まれ～

お子さんとー紡に遊んだり、

さんl• iJ 上て•t11l報交換した りして 、

しいびと ときを過ごしましょう。

［なかよし広場lr友だちになろうJ
日時 4JJ201 I休）（受付9時30分）

午前l011寺～ll時30分

命tJ 

。。
第1部： 午後3時30分～屋外ステージ 命

第2部：午後7時～ 大広間 tl 

I;> 
'° 沖縄美らいぶ

出演 ：やちむん• ［町の人口］ 平成18年3月1日現在

人口 15,198人（－ 5) 

男 7,137人（－ 8) 

女 8,061人（＋ 3) 

世帯数 5, 149世帯（－ 4) 

（ ）は前月比

t) 

60分以上のコース利用で香水ハンド

ジエルプレセ．ント！！

献とギターとバイオリンの男女デユオ。

笑わせ泣かせるエンターテイニング・

フォークロック。民謡なし、 三線なし。

されど、そこはかとオキナワ。

《エステサロン・アリエル》

14日（金）～20日（木）

.,., 
議長・お問い合わせ
朝日町役場まちづくり振興課 u

陸 企画観光係
ま 〒939心793朝日町道下1133
’ ft 83-1100 FA×83-1109 
．ホームページ
http://www. town .asahi. 

toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

・器調
〔納期のお知らせ〕
「固定資産税t期』の納期が5月 t目（月）となっています。納め忘れのないようお願いいたします。

暗室．
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柑P
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大久保i附~ （女）ま写り

大村千~i（男）持 長上道ド1/27 

1
9
8
5年

木
彫
刻

時
・0
×は・
O
×
ほ
・o
duJ

殿
村
芳
謙

作
（
1
9
2
1作
1）

で
民
不
し
て
い
た
の
殿
村
さ
ん
の
木

版
刷
会
』
知
る
人
は
多
い
が
、
木
彫
の

日IfバiA『
子 T段、浪花（女）出1/29 

令ヂ｜：会主（友）量定、言金2/9 I LI 

日if

111 

しあら . • 

坂本沙似（女）会決干綬

I 3人目謹生おめでとうございます
I 2/24 l!jljr京~f~j(kl 長以紀 fl

2/17 

－
常
設
展

あ
さ
ひ
の
美
術

4
月
日
同
日
偏
i
5月
初
日
目

火
曜
休
館

一

般

2
0
0円

小
中
高

1
0
0円

作
品
を
ま
と
め
て
見
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
・
な
か
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、

彫
刻
、
・
木
彫
欄
問
、
木
彫
紙
、
倒
立
、

木
州
な
ど
所
脱
者
か
ら
山
川
さ
れ
た

加
数
以
が
公
開
さ
れ
た
。

殿
村
さ
ん
の
本
来
は
木
彫
で
あ
る
。

そ
の
中
核
を
な
す
の
は
木
彫
欄
間
で
、

な
か
で
も
名
作
「
夫
婦
松
」
（
氷
見
徳

太
郎
戯
）
や
「
水
浪
に
鯉
」
（
坂
東
銀

子
蔵
）も
展
示
さ
れ
た
。
こ
う
い
う
作

品
は
民
い
主
に
納
め
て
し
ま
う
と
、

一
般
の
人
の
日
に
触
れ
る
機
会
は
な

い
。
お
そ
ら
く
今
度
の
展
覧
会
で
、

殿
村
さ
ん
の
木
彫
じ
ぷ
の
す
ば
ら
し

さ
に
だ
れ
し
も
府
い
た
に
逃
い
な
い
。

H円

人将町

極量
：契

おしあわせに

愛

!"! ｜｜｜ 

111な

ri'l1Jくlllf

；宇•； 1 L1di 

手II

111美子

義下
本
・
｜松

§ti象
庁Jム

をごめいふく

「噌
加
盟
u」
は
U
W
蹴
の
時
に
制
作
さ

れ
た
。
技
術
は
成
熟
し
て
お
り
、
こ

の
仏
像
の
泣
か
た
ち
は
端
医
で
品
桁

が
あ
る
。
附
ず
み
ま
で
神
経
が
行
き

崩
い
て
お
り
、
殿
村
さ
ん
の
木
彫
工

芸
の
中
で
は
最
高
傑
作
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
尋
常
小
学
校
6

作
生
の
時
に
作
っ
た
と
い
う

「親
子

抜
」
と

『迷
併
大
使
」
、
「
牛
」
の
彫
刻

は
、
後
年
の
完
成
作
と
比
べ
れ
ば
ま

だ
蛾
点
も
あ
る
が
、
大
げ
さ
に
パ
え

ば
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
山
川
内
川
郎

の
円
米
を
辿
加
さ
せ
る
よ
う
な
天
才

的
な
ぷ
白
が
表
れ
た
作
品
で
あ
る
。

今
回
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
称

す
る
芸
術
家
は
た
く
さ
ん
い
る
。
ど

れ
も
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
で
個
性
を
売

り
物
に
し
て
い
る
。
名
工
と
呼
ば
れ

た
職
人
の
雌
か
な
技
術
は
ま
す
ま
す

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
殿
村
さ
ん
は

制

U
川
が
生
ん
だ
誇
る
べ
き
名
七
な

の
で
あ
る
。
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然（68)

(92) 

要（71)

(91) 

出（69)

な（92)

恵（86)

トシヱ

ヤ

静

公
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t反
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Jド
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十I

JI I 

てP・

艇

？泊

夕、.，
H 

）丈

問

盟f長f'i (85) Ill I.LI 

広
報
の
ひ
ど
の
ご
p

－

V
表
紙
の
日
川
口
川
校
本
業
式
で
は
、
出
削

と
の
別
れ
に
似
す
る
が
業
似
の
姿
に
、

こ
ち
ら
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
だ

れ
の
人
生
に
も
、
恩
師
の
待
任
が
大
き

い
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

V

一
方
、
こ
れ
ま
で
卒
業
生
を
進
り
出

す
側
だ
っ
た
、
白
分
の
小
ヤ
校
時
代
の

恩
師
が
今
年
、
日
以
い
数
日
住
所
を
不
明
ポ

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
が
っ
し
り
し
た

体
栴
に
、
大
き
な
戸
の
体
行
会
系
。
思

ガ
キ
慌
り
の
当
時
、
ガ
ツ
ン
と
や
ら
れ

た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
怖
い
存
在
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
児
蛍
か
ら
慕
わ
れ
、
卒

業
し
て
大
人
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず

「
先
や
」
と
し
て
多
く
か
ら
尊
敬
さ
れ
て

い
る
の
は
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
熱
山
撲

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
V

「
長
い
間
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
」
。
お
肘
品
に
な
っ
た
先

生
に
感
謝
を
込
め
て
伝
え
ま
す
。
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